
為替週間展望＝ドル円は高値圏で一進一退の動きか

　　　　　　　　　　［１０月１４日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 7 日～ 10 月 11 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  148.76   149.55(10)    147.35( 8)    148.69   -0.01

ユーロ・ドル  1.0976   1.0997( 8)    1.0900(10)    1.0937   -0.0037

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    39,605.80     +970.18     日本10年債利回り   0.953   +0.067

ダウ平均株価    42,454.12     +101.37     米10年債利回り     4.061   +0.094

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１４日　中国９月貿易収支

　　　　スイス９月生産者・輸入価格

　　　　※米国はコロンブスデー（米債券市場は休場）

１５日　日本８月鉱工業生産指数確報値

　　　　英９月雇用統計

　　　　独１０月ＺＥＷ景況感指数

　　　　ユーロ圏８月鉱工業生産指数

　　　　米１０月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ８月卸売売上高、カナダ９月消費者物価指数

１６日　ＮＺ第３四半期消費者物価指数

　　　　日本８月機械受注

　　　　英９月消費者物価指数、英９月生産者物価指数、英９月小売物価指数

　　　　カナダ８月製造業出荷

　　　　米９月輸入価格指数

１７日　日本９月貿易収支

　　　　豪９月雇用統計

　　　　ユーロ圏８月貿易収支、ユーロ圏９月消費者物価指数確報値

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルドＥＣＢ総裁記者会見

　　　　米９月小売売上高、米新規失業保険申請件数

　　　　米１０月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米９月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米８月対米証券投資

１８日　日本９月消費者物価指数

　　　　中国第３四半期ＧＤＰ、中国９月鉱工業生産指数、中国９月小売売上高

　　　　英９月小売売上高

　　　　ユーロ圏８月経常収支

　　　　米９月住宅着工・許可件数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】今後は米経済指標や要人発言などに左右されそうだ。石破内閣の利

上げ封印圧力により、日銀は当面利上げに動くことはないとみられる。一方で、不透明

な中東情勢を受けて円高圧力が高まる可能性はある。こうした中、ドル円は最近のレン

ジ内で方向性を探る動きになるとした。

　　　　

【ドル円は最近の高値圏でもみ合い】

　４日発表の９月の米雇用統計が強い結果となり、７日のドル円は１４９円近辺で取引

を開始した。その後、週の後半にかけてドル円は上下に振幅しながらも１４７～１４９
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円台で推移となった。７日に三村財務官が「投機的な動き含め為替市場の動向は緊張感

を持って注視する」とコメントしたことを受けて円買いが進んだ。

　　

　８日もドル円は上値が重く、香港株の急落などを受けて、１４７円台前半まで軟化し

た。ただ、売りが一巡すると戻り歩調で推移して１４８円台を回復した。９日も堅調に

推移して、ＮＹ時間には１４９円台に乗せている。

　　

　日本時間１０日午前３時に発表された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨

（９月１７－１８日開催分）では、一部の参加者が０．２５％の利下げを主張していた

ことが明らかとなった。すべての参加者が利下げを支持しており、大多数の参加者は

０．５０の利下げを主張していた。一部の参加者が０．２５％の利下げを主張したこと

で、ドルは底堅い動きを見せた。

　　

　１０日発表の９月の米消費者物価指数は総合、コアの前月比、前年比ともに市場予想

を上回った。ただ、一方で米新規失業保険申請件数が２５．８万件となり、事前予想の

２３．０万件を上回った。米新規失業保険申請件数はこのところ市場予想を下回る結果

を見せるなど、雇用情勢の堅調さを示していたが、今回は予想を大きく上回った。

　　

　強弱入り混じる指標の結果を受けて、ドル円は直後に大きく振幅した。１４９．５０

近辺まで買われた後に１４８．３０前後まで下落した。その後も上下に振幅して１４８

円台を中心に推移している。

　　

　１０日の米新規失業保険申請件数が予想を大きく上回るなど、今後の米雇用情勢に警

戒感を感じさせる結果となった。ただ、今回の２５万件を上回る結果はハリケーン「ヘ

リーン」の影響が大きいとの見方が広がっている。今後の米国の雇用情勢はハリケーン

「ヘリーン」や「ミルトン」の影響で振れが大きくなる可能性が高まっている。

　　

　ドル円は今後の米経済指標の動向に左右されやすい展開が見込まれる。ただ、多くの

指標が一方的に悪化に傾く可能性は低いとみられる。不透明な中東情勢を受けて円高圧

力が高まる可能性はあるものの、ドル円は高値圏で一進一退の動きを見せることとなり

そうだ。ドル円の先の予想レンジは、１４５．００～１５２．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、１５日に日本８月鉱工業生産指数確報値、米１

０月ＮＹ連銀製造業景気指数、１６日に日本８月機械受注、米９月輸入価格指数、１７

日に日本９月貿易収支、米９月小売売上高、米新規失業保険申請件数、米１０月フィラ

デルフィア連銀景況指数、米９月鉱工業生産・設備稼働率、米８月対米証券投資、１８

日に日本９月消費者物価指数、米９月住宅着工・許可件数などがある。

　　

【ユーロドルは軟調な動きが継続か】

　ユーロドルは４日に１．１０００ドルを割り込んだ後も下落基調で推移している。米

１０年債利回りが４％超の水準に乗せたことなどからドル買いの動きに傾いており、ユ

ーロドルには重石となっている。また、１０月１７日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会

で利下げに動くとみられ、ユーロの上値を抑えている。ＥＣＢは１０月と１２月のＥＣ

Ｂ理事会でそれぞれ０．２５％ずつの利下げに動くとの見方が広がっている。なお、理

事会後の記者会見でのラガルドＥＣＢ総裁の発言が注目される。追加利下げに前向きな

姿勢を示せばユーロ売りにつながりそうだ。

　　

　ユーロ圏の経済指標は悪化一辺倒というわけではないものの、インフレ指標の鈍化傾

向を背景に景気支援のために年内は利下げが継続するとみられる。テクニカル的には下

向きで推移する５日移動平均線に上値を抑えられており、ユーロドルは軟調な動きを継

続するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０７００～１．１０５０ド

ル。

　　

　ポンドドルは３日にベイリー英中銀総裁が金利引き下げに「もう少し積極的になる」

可能性を示唆と報じたことで、１．３１００ドル割れまで急落した。その後は１．３０

台から１．３１台でのもみ合いとなっている。大きく下落した後だけに下げが一服して

いる。市場では英中銀は年内１回から１．５回程度の利下げ予想となっており、ＦＲＢ

やＥＣＢに比べて利下げの動きが遅れそうだ。こうした中、最近の安値圏のレンジでの

もみ合いになるとみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２９００～１．３



２００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１４日に中国９月貿易収支、スイス９月生

産者輸入価格、１５日に英９月雇用統計、独１０月ＺＥＷ景況感指数、ユーロ圏８月鉱

工業生産指数、カナダ９月消費者物価指数、１６日にＮＺ第３四半期消費者物価指数、

英９月消費者物価指数、英９月生産者物価指数、英９月小売物価指数、１７日に豪９月

雇用統計、ユーロ圏８月貿易収支、ユーロ圏９月消費者物価指数確報値、欧州中央銀行

（ＥＣＢ）政策金利、ラガルドＥＣＢ総裁記者会見、１８日に中国第３四半期ＧＤＰ、

中国９月鉱工業生産指数、中国９月小売売上高、英９月小売売上高、ユーロ圏８月経常

収支などがある。
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